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２ アンケート調査の概要 

（１）調査対象 

 調査対象は以下のとおりとした。 

全国の福祉用具

貸与事業所 

100 事業所程度の利用者 計 500 人程度
※車いす、歩行器、多点つえ、手すり、特殊寝台の 5 種類の用具から、各事業所に 1
種類を割り当て 
※各事業所に割り当てられた用具の利用者から以下の条件を満たす 5名を抽出 
条件：要支援１～要介護２、利用期間 3か月以上、認知症のある利用者は除く

（２）調査時期 

 調査時期は以下のとおりとした。 

2015 年 11 月～12月 

（３）調査方法 
 以下の手順で調査を実施した。 

①調査協力可能な事業所を募集

②事業所にて対象利用者を選定し、協力依頼

③対象利用者について次の 3つの様式を記入 

 Ａ：週間サービス計画表 

Ｂ：福祉用具利用の記録（1日分） 

Ｃ：利用者票（利用者属性、福祉用具の利用状況など）

（４）調査内容 

 調査の内容は以下のとおりとした。 

様式 記入者 目的 主な調査項目

Ａ：週間サー
ビス計画表 

福祉用具専門
相談員（利用
者・家族から聞
き取り） 

・ケアプランの週間計画表(第3表)
のコピーを参照し、福祉用具利
用の多い 1日を選定。 

・福祉用具の利用場面を思い出す
材料とする。

・週間サービス計画表に記載された
ケアサービス以外の主な生活行動

Ｂ：福祉用具
利用の記録（1
日分） 

利用者、家族

・福祉用具の利用の多い 1 日につ
いて、1 日の流れに沿って、福
祉用具を利用した場面を想起し
て記録を作成する。

・時間帯ごと、利用目的別の福祉用
具利用状況
・上記場面での介護者の有無 
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様式 記入者 目的 主な調査項目

Ｃ：利用者票

福祉用具専門
相談員（利用
者・家族から聞
き取り） 

・利用者の属性や福祉用具の利用
目的を把握する。 
・Ｂをもとに福祉用具の利用状況
を把握する。 
・福祉用具がない場合に想定され
る対応を把握する。 

・利用者属性（疾患、世帯構成、サ
ービス利用状況等）
・身体状況（ＡＤＬ，要介護度等）
・援助方針、福祉用具利用の目標
・利用している福祉用具、利用場面
・場面別の福祉用具利用状況
・福祉用具がない場合の対応 
・福祉用具利用後の転倒等の不安

（５）回収状況 
 回収状況は以下のとおりであった。 

車いす 歩行器 多点つえ 手すり 特殊寝台

91 94 90 100 103

（６）回答者属性 
 回答者属性は以下のとおりであった。 

 利用している福祉用具によって、利用者の属性の特徴は異なっている。
 特殊寝台、車いすについては、要介護１・２の利用者が 8割を超えており、同居家族ありの割
合が高い。

 多点つえは要支援１・２の利用者が 4割を超え、手すりは4割弱、歩行器は約3割であった。
 通所介護の利用者が多く、特に車いすでは半数近くが利用している。
 住宅改修をしている利用者の割合は、歩行器で4割強、その他の用具は半数を超えている。


